
令
和
四
年
十
月
発
行

行
信
学
報
第
三
十
五
号
抜
刷

玄
智
撰
『
考
信
録
』
七
巻
本
の
成
立
過
程
に
関
す
る
一
考
察

西

村

慶

哉
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玄
智
撰
『
考
信
録
』
七
巻
本
の
成
立
過
程
に
関
す
る
一
考
察

西

村

慶

哉

は
じ
め
に

江
戸
中
期
に
活
躍
し
た
玄
智(
一
七
三
四
～
一
七
九
四)

師
は
本
願
寺
堂
達
（
御
堂
衆
）
と
し
て
名
高
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
面
よ
り
本

願
寺
の
発
展
に
貢
献
し
た
西
派
碩
学
の
一
人
で
あ
る
。
安
永
三
（
一
七
七
四
）
年
、
師
が
築
地
別
院
の
輪
番
の
時
に
筆
を
執
っ
た
『
考

信
録
』
は
、
浄
土
真
宗
に
お
け
る
仏
事
な
ど
の
由
来
に
つ
い
て
精
緻
な
考
証
を
施
し
た
典
籍
で
あ
り
、
現
在
に
お
い
て
も
真
宗
儀
礼
等

を
窺
う
上
で
欠
か
せ
な
い
必
読
書
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
『
考
信
録
』
に
は
そ
の
テ
キ
ス
ト
性
に
つ
い
て
未
詳
の
点
が
多
く
残
さ

れ
て
い
な
が
ら
、
書
誌
面
の
検
討
が
い
ま
だ
十
全
と
は
い
え
な
い
状
態
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
考
信
録
』
は
、
二
巻
本
・
五
巻
本
・
六

巻
本
・
七
巻
本
と
い
っ
た
よ
う
に
複
数
の
形
態
が
伝
え
ら
れ
な
が
ら
も
、
そ
れ
ら
が
い
つ
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
成
立
し
た
の
か
、
ま
た

諸
本
の
中
ど
れ
を
善
本
と
し
て
依
拠
す
べ
き
な
の
か
が
不
確
か
な
ま
ま
に
、
『
真
宗
全
書
』
や
『
真
宗
史
料
集
成
』
な
ど
に
収
載
さ
れ

た
翻
刻
テ
キ
ス
ト
を
用
い
な
が
ら
研
鑽
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
、
玄
智
師
の
意
図
が
充
分
に
反
映

さ
れ
て
い
な
い
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
『
考
信
録
』
の
思
想
を
繙
い
て
き
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
中
、
近
年
で
は
特
に
①
諸
本
で
巻
数
（
体
裁
）
が
相
違
し
て
い
る
点
、
②
成
立
過
程
（
ど
の
よ
う
に
増
補

改
訂
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
）
が
未
だ
詳
か
で
な
い
点
、
の
二
点
を
注
視
し
な
が
ら
そ
の
究
明
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
の
問
題
意
識
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も
、
こ
れ
ら
の
視
点
の
延
長
線
上
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
り
、
先
行
研
究
で
い
ま
だ
未
整
理
状
態
に
あ
る
〈
七
巻
本
〉

諸
本
の
成
立

(1)

過
程
や
関
係
性
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
こ
れ
ら
を
通
し
て
、
〈
七
巻
本
〉
諸
本
を
対
校
さ
せ
る
こ
と
で
、
『
考
信

録
』
の
成
立
過
程
が
よ
り
鮮
明
に
浮
か
び
上
が
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。

ま
た
、
本
書
の
増
補
改
訂
の
過
程
を
繙
く
こ
と
で
、
玄
智
師
の
思
想
変
遷
ひ
い
て
は
当
時
の
本
願
寺
が
抱
え
て
い
た
問
題
な
ど
を
明

ら
か
に
す
る
一
助
と
な
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
よ
う
。

一
、
『
考
信
録
』
の
成
立
問
題
に
関
す
る
成
果
と
課
題

ま
ず
は
『
考
信
録
』
の
成
立
に
関
す
る
近
年
の
論
考
を
概
観
し
課
題
点
を
抽
出
す
る
が
、
そ
の
前
に
本
書
の
成
立
に
関
す
る
従
来
の

認
識
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
『
考
信
録
』
は
序
文
に
「
安
永
三
年
正
月
十
一
日

」
の
年
紀
が
見
え
る
こ
と
と
、
現
在
多
く
流

(2)

通
す
る
翻
刻
テ
キ
ス
ト
が
『
真
宗
全
書
』
に
収
載
さ
れ
る
五
巻
本
も
し
く
は
『
真
宗
史
料
集
成
』
に
収
載
さ
れ
る
六
巻
本
で
あ
る
こ
と

こ
と
か
ら
、
多
く
の
文
献
に
お
い
て
「
安
永
三
年
一
月
十
一
日
に
成
立
し
た
五
巻
本
も
し
く
は
六
巻
本
」
で
あ
る
と
紹
介
さ
れ
て
き
た

。
(3)

し
か
し
、
五
巻
本
と
六
巻
本
は
い
か
に
異
な
る
の
か
、
も
し
く
は
ど
ち
ら
を
善
本
と
し
て
採
用
す
べ
き
な
の
か
、
そ
も
そ
も
ど
ち
ら
が

先
に
成
立
し
た
の
か
、
と
い
っ
た
書
誌
面
で
の
問
題
に
関
す
る
検
証
は
等
閑
に
付
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
五
巻
本
と
六
巻
本
は
体
裁
こ

そ
異
な
る
も
の
の
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
大
き
く
異
な
ら
な
い
こ
と
も
、
検
証
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
要
因
か
も
し
れ
な
い
（
以
下
、

五
巻
本
・
六
巻
本
を
同
系
統
本
と
み
て
、
こ
れ
ら
を
総
称
す
る
際
は
〈
六
巻
本
〉
と
表
記
す
る
）
。

対
し
て
『
真
宗
全
書
』
第
六
四
巻
収
載
本
や
『
真
宗
史
料
集
成
』
第
九
巻
収
載
本
（
以
下
、
「
史
料
集
成
」
）
と
も
体
裁
・
内
容
の
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異
な
る
〈
七
巻
本
〉
や
〈
二
巻
本
〉
の
存
在
に
言
及
し
、
成
立
時
期
に
段
階
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
嚆
矢
は
、
『
玄
智
余
景
』
（
慶

証
寺
、
一
九
九
三
年
）
で
あ
る
。
『
玄
智
余
景
』
で
は
、
現
存
す
る
『
考
信
録
』
諸
本
や
関
連
す
る
記
録
を
収
集
す
る
こ
と
で
、
そ
の

成
立
過
程
の
解
明
を
試
み
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
安
永
三
年
一
月
十
一
日
が
『
考
信
録
』
の
「
起
草
年
」
で
あ
る
こ
と
、
同
年
二
月
時

点
で
『
考
信
録
』
は
二
巻
本
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
す
『
築
地
輪
務
日
次
雑
記
』
の
存
在
や
、
寛
政
元
（
一
七
八
九
）
年
に
校
正
を
施
し

た
と
い
う
識
語
を
持
つ
『
考
信
録
』
を
「
自
筆
七
巻
本
」
と
称
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
『
考
信
録
』
が
、
「
安
永
三
年

一
月
十
一
日
に
成
立
し
た
五
巻
本
も
し
く
は
六
巻
本
」
と
い
う
従
来
の
認
識
を
見
直
さ
ね
ば
な
ら
な
い
契
機
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

『
玄
智
余
景
』
の
言
及
を
承
け
て
塚
本
一
真
氏
他
［
二
〇
二
一

］
は
、
従
来
の
五
巻
本
・
六
巻
本
の
内
容
に
再
検
討
を
行
い
、
こ

(4)

れ
ら
を
安
永
三
年
の
成
立
と
す
る
と
内
容
に
齟
齬
を
き
た
す
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
『
考
信
録
』
は
少
な
く
と
も
〈
二
巻

本
〉

〈
六
巻
本
〉

〈
七
巻
本
〉
と
の
成
立
過
程
を
経
て
お
り
、
従
来
の
五
巻
本
や
六
巻
本
を
基
礎
テ
キ
ス
ト
と
し
て
用
い
る
こ
と

に
対
し
て
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
を
承
け
て
拙
論
［
二
〇
二
一

］
で
も
、
『
玄
智
余
景
』
の
い
う
「
自
筆
七
巻
本
」

(5)

の
書
面
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
そ
の
特
徴
か
ら
当
本
は
玄
智
師
最
晩
年
の

思
想
を
反
映
し
た
書
物
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
。

さ
ら
に
塚
本
一
真
氏
［
二
〇
二
二

］
は
詳
細
な
検
討
を
加
え
、
『
考
信
録
』

(6)

に
は
幾
度
と
な
く
増
補
改
訂
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
、

そ
の
構
成
や
内
容
か
ら
諸
本
を
〈
二
巻
本
〉
（
第
一
期
：
安
永
三
年
）
、
五
巻

本
・
六
巻
本
（
第
二
期
：
安
永
七
年
）
、
〈
七
巻
本
〉
（
第
三
期
：
寛
政
元
年
）

安
永
三
（
一
七
七
四）
年

考
信
録
成
立

五巻本
（真宗全書）

六巻本
（史料集成）

従来の認識
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程
に
関
す
る
一
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察 と

大
別
し
た
上
で
、
（
第
三
期
）
で
あ
る
〈
七
巻
本
〉
を
『
考
信
録
』
の
最
終

的
な
形
態
と
位
置
付
け
て
い
る
。

以
上
、
『
考
信
録
』
の
成
立
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
お
よ
び
拙
論
を
概
観
し

た
。
ま
ず
従
来
の
認
識
で
は
、
『
考
信
録
』
は
「
安
永
三
年
一
月
十
一
日
に
成

立
し
た
五
巻
本
も
し
く
は
六
巻
本
」
で
あ
り
、
そ
の
内
容
に
大
異
の
な
い
こ

と
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
か
が
基
礎
テ
キ
ス
ト
と
し
て
依
用
さ
れ
て
き

た
。
し
か
し
近
年
の
研
究
成
果
に
よ
っ
て
、「
安
永
三
年
一
月
十
一
日
」
は
『
考

信
録
』
起
草
の
年
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
寛
政
元
年
閏
六
月
二
十
六
日
ま
で

本
書
は
幾
度
と
な
く
増
補
改
訂
が
施
さ
れ
て
お
り
、
体
裁
も
含
め
て
大
き
く

〈
二
巻
本
〉（
第
一
期
）

〈
六
巻
本
〉（
第
二
期
）

〈
七
巻
本
〉（
第
三
期
）

と
の
段
階
が
あ
る
典
籍
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
、

拙
論
を
含
め
こ
れ
ら
の
研
究
で
は
〈
七
巻
本
〉
を
最
終
形
態
と
位
置
付
け
つ

つ
も
、
〈
七
巻
本
〉
そ
の
も
の
自
体
は
、
現
存
す
る
も
の
で
も
三
本
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
成
立
順
序
や
関
係
性
に
つ
い
て
未
だ
十
全
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い

な
い
。
し
か
も
、
そ
の
三
本
を
眺
め
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
構
成
や
内
容
に
差
異

を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
差
異
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
が
本
稿

の
趣
旨
で
あ
る
。

近年の成果

増補・改訂
安
永
三（
一
七
七
四
）
年

考
信
録
起
草

二巻本

安
永
七
（
一
七
七
八）
年

考
信
録
増
補

六巻本五巻本

寛
政
元
（
一
七
八
九）
年

考
信
録
再
治

寛
政
六（
一
七
九
四）
年

玄
智
師
没

七巻本

玄
智
師『
築
地
輪
務
日
次
雑

記
』
に
記
録
あ
り

大
谷
大
学
蔵
二
巻
書
写
本

玄
智
師『
三
巻
本
浄
土
真
宗
教

典
志
』
に
記
録
あ
り

龍
谷
大
学
蔵
六
巻
書
写
本

※
史
料
集
成【
底
本
龍
大
本】

玄
智
師
に
よ
る
記
録
な
し

佛
教
大
学
蔵
五
巻
書
写
本

明
治
時
代
刊
本
【
底
本
不
明
】

真
宗
全
書【
底
本
明
治
刊
本
】

玄
智
師「
自
筆
七
巻
本」
奥
書

に
記
録
あ
り

龍
谷
大
学
蔵
自
筆
七
巻
本

龍
谷
大
学
蔵
七
巻
書
写
本

龍
谷
大
学
蔵
三
巻
書
写
本
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二
、
〈
七
巻
本
〉
系
統
の
諸
本
に
つ
い
て

先
述
の
通
り
〈
七
巻
本
〉
系
統
の
『
考
信
録
』
は
確
認
で
き
る
だ
け
で
も
三
本
が
現
存
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
龍
谷
大
学
図
書
館
に

収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
そ
れ
ぞ
れ
の
書
誌
的
特
徴
を
挙
げ
て
お
く
。

①
自
筆
七
巻
本
（
写
本
、
請
求
記
号
：0

2
2
-
6
0
4
-7

）

当
本
は
文
字
の
特
徴
や
中
書
書
き
の
よ
う
な
体
裁
、
料
紙
に
施

さ
れ
た
夥
し
い
改
訂
の
跡
な
ど
か
ら
玄
智
師
自
筆
の
書
で
あ
る
可

能
性
が
高
く
、
先
述
（
拙
論
［
二
〇
二
一
］
）
の
よ
う
に
玄
智
師

最
晩
年
の
思
想
が
反
映
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
本

書
は
大
規
模
な
収
録
順
序
の
変
更
や
項
目
の
追
加
・
削
除
を
行
っ

た
跡
が
確
認
で
き
、
五
巻
本
・
六
巻
本
と
は
収
録
内
容
・
順
序
が

全
く
異
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
下
の
②
③
と
も
完
全
に
は
一
致
し

な
い
。
少
し
述
べ
た
が
、
当
本
巻
七
の
末
尾
に
は
、

考
信
録
七
巻
、
昔
年
草
レ

之
以
来
凡
二
十
年
、
于
レ

茲
筆
削
屡
積
、
修
治
稍
備
。
於
レ

是
塗
抹
狼
藉
殆
不
レ

可
レ

読
。
今
茲
寛
政
元
年
己
酉

之
夏
興
レ

志
校
正
創
二

于
五
月
十
六
日
一

卒
二

于
閏
六
月
二
十
六
日
一

。
上
都
慶
証
寺

玄
智
景
耀
識
(7)

▼
自
筆
七
巻
本
巻
七
末
尾
（
龍
大
蔵
）
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と
の
識
語
が
あ
り
、
寛
政
元
年
閏
六
月
二
十
六
日
に
校
正
を
施
し
た
こ
と
が
分
か
る
が
、
塚
本
氏
［
二
〇
二
二
］
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

こ
の
年
紀
が
当
本
の
成
立
年
で
は
な
く
、
生
涯
を
か
け
て
増
補
改
訂
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
に
詳

述
し
た
い
。

②
七
巻
書
写
本
（
写
本
、
請
求
記
号
：1

06
-
2
-
W
-
7

）

当
本
は
、
奥
書
・
識
語
が
な
く
書
写
者
、
書
写
年
は
定
か
で
は
な
い
。
①
自
筆

七
巻
本
と
同
じ
く
全
七
巻
で
あ
る
が
、
巻
一
、
巻
二
に
つ
い
て
は
五
巻
本
・
六
巻

本
に
近
い
（
表
Ａ
参
照
）
。
巻
三
以
降
は
、
自
筆
七
巻
本
と
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
が
、

本
文
へ
の
書
き
入
れ
や
収
録
内
容
に
細
か
な
相
違
が
散
見
さ
れ
る
。
先
に
結
論
を

言
え
ば
、
当
本
は
六
巻
本
が
現
行
①
自
筆
七
巻
本
に
増
補
改
訂
さ
れ
て
い
く
最
中

で
書
写
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
本
文
中
に
項
目
名
が
挿
入
さ
れ
て
い

る
な
ど
、
書
写
者
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
書
き
入
れ
も
散
見
さ
れ
る
。

▼
七
巻
書
写
本
巻
一
内
題
（
龍
大
蔵
）
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③
三
巻
書
写
本
（
写
本
、
請
求
記
号
：1

0
6
-
5
4
-
W-
3

）

当
本
も
②
七
巻
書
写
本
と
同
じ
く
奥
書
・
識
語
が
な
く
書
写
者
、
書
写
年
は
定
か

で
は
な
い
。
当
本
は
三
巻
よ
り
成
る
が
、
表
紙
右
上
に
共
通
し
て
「
第
三
凾
／
共
七
」

（
上
記
画
像
参
照
）
と
の
墨
書
が
あ
り
、
巻
三
ま
で
で
は
あ
る
も
の
の
、
②
七
巻
書

写
本
と
も
ほ
と
ん
ど
同
内
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
来
は
七
巻
本
で
あ
っ
た
と
予
想

さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
概
し
て
〈
七
巻
本
〉
と
は
い
っ
て
も
、
そ
の
構
成
や
内
容
に
は
既

に
相
違
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
先
行
研
究
で
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
『
考

信
録
』
が
生
涯
を
通
し
て
増
補
改
訂
を
繰
り
返
し
て
き
た
こ
と
を
端
的
に
表
す
も
の

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
こ
で
一
つ
疑
問
が
浮
か
び
上
が
る
。
そ
れ
は
、
①
自
筆
七
巻
本
の
識
語
が
示
す
、
「
寛
政
元
年
閏
六
月
六
月
二

十
六
日
」
の
校
正
と
は
、

（
Ⅰ
）〈
六
巻
本
〉
か
ら
〈
七
巻
本
〉
へ
の
改
訂
作
業

（
Ⅱ
）
②
③
両
書
写
本
の
「
巻
一
、
巻
二
」
か
ら
①
自
筆
七
巻
本
「
巻
一
、
巻
二
」
へ
の
改
訂
作
業

の
ど
ち
ら
を
意
味
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
疑
問
を
解
決
す
る
た
め
に
も
、
〈
七
巻
本
〉
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
性
を
明

ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

三
、
「
七
巻
書
写
本
」
お
よ
び
「
三
巻
書
写
本
」
の
構
成
と
註
記
に
つ
い
て

▼
三
巻
書
写
本
巻
三
表
紙
（
龍
大
蔵
）
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次
に
、
〈
七
巻
本
〉
に
お
け
る
構
成
面
の
相
違
を
検
討
す
る
。
前
項
に
お
い
て
②
七
巻
書
写
本
と
③
三
巻
書
写
本
は
、
「
ほ
と
ん
ど

同
内
容
」
と
述
べ
た
が
、
巻
一
、
巻
二
の
収
録
内
容
は
〈
六
巻
本
〉
と
も
近
似
し
て
お
り
、
『
考
信
録
』
の
成
立
過
程
に
示
唆
を
与
え

る
特
徴
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
（
１
）
目
次
の
異
同
、
お
よ
び
（
２
）
本
文
中
の
上
欄
註
記
よ
り
検
討
を
加
え
た
い
。

（
１
）
目
次
の
異
同

『
考
信
録
』
は
、
各
巻
の
冒
頭
部
分
に
収
録
内
容
を
記
し
た
目
次
を
配
置
し
て
い
る
。
い
ま
〈
七
巻
本
〉
の
目
次
を
対
照
す
る
と
以

下
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
表
中
の
③
三
巻
書
写
本
目
次
に
お
い
て
数
字
が
付
さ
れ
て
い
る
項
目
に
は
網
掛
け
、
そ
の
中
で
②
七
巻
書

写
本
に
も
配
置
さ
れ
て
い
る
項
目
に
は
網
掛
け
四
角
、
他
本
に
見
え
な
い
項
目
に
は
傍
線
を
付
し
た

。
(8)

(

表
Ａ)

〈
七
巻
本
〉
巻
一
、
巻
二
対
照
表

③
三
巻
書
写
本

②
七
巻
書
写
本

①
自
筆
七
巻
本

正
信
念
仏
和
賛
、
五
帖
消
息
、
法
談
説
法
、

正
信
念
仏
和
賛
、
五
帖
消
息
、
法
談
説
法
、

像
寺
権
輿
、

改
悔
文
、
漢
音
小
経
、
甲
念
仏
合
殺
、

改
悔
文
、
漢
音
小
経
、
（
略
々
）
、

甲
念
仏

諸
民
仏
舎
、

（
六
ニ
）
呉
漢
両
音
、
句
読
（
七
）

、
南
無
、

合
殺
、
呉
漢
両
音
、
句
頭
、
南
无
、

勅
崇
浄
土
、

慶
讃
小
経
、
毎
朔
宗
主
調
声
（
三
）

、
六
時
礼
賛
、

慶
賛
小
経
、
六
時
礼
賛
、（
略
々
）

真
宗
仏
像
、
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奉
仏
供
式
、
斎
非
時
（
四
）

、
仏
餉
（
四
）
、

開
眼
慶
賛
、

昼
点
仏
灯
（
四
）

、

滅
仏
灯
法
（
四
）

、

滅
仏
灯
法
、
昼
点
仏
灯
、

修
補
故
像
、

輪
灯
（
四
）

、
打
敷
（
四
）

、
膝
突
（
四
）

、

払
拭
、

巻

鶴
亀
燭
台
（
四
）

、
花
束
（
四
）

、
供
華
（
四
）

、

配
享
諸
像
、

一

鏧
（
四
）

、
厨
子
、
梵
楽
（
四
）

、
臥
頭
輸
仏
（
四
）

、

厨
子
、

本
尊
印
契
、

禁
売
仏
像
、
合
掌
礼
拝
（
四
）

、

禁
売
仏
像
、

殿
堂
東
向
、

早
引
、
避
鬼
門
、
門
内
墻
、
仏
殿
不
北
向
、
宗
主
、

早
引
、
避
鬼
門
、
門
内
墻
、
仏
殿
不
北
向
、

本
堂
祖
殿
、

寺
官
、
香
部
屋
、
本
寺
本
山
末
寺
（
三
）

、

寺
官
、
香
部
屋
、
三
法
印
、

香
房
閉
軸
、

影
堂
大
於
本
堂
、
開
山
（
三
）

、
龍
谷
、
宗
名
、

影
堂
大
於
本
堂
、
龍
谷
、
宗
名
、

築
立
墻
、

公
侯
不
属
真
宗
（
三
）

、
不
遮
屠
者
、
門
徒
（
三
）

、

墻
□
艮
隅
、

手
次
、
道
場
、

道
場
、

三
年
塞
、

袈
裟
（
四
）

、
直
裰
（
四
）

、
横
帔
（
四
）

、

寺
道
場
、

法
服
純
色
（
四
）

、
紫
服
（
四
）

、
輪
袈
裟
（
四
）

、

経
蔵
、

修
多
羅
（
四
）

、
数
珠
（
四
）

、
桧
扇
中
啓
（
四
）

、

黄
巻
赤
軸

払
子
（
四
）

、
舃
、
曲
録
、
巾
箱
、

典
録
、
巾
箱
、

角
盥
、
仏
具
名
目
、
漢
籍
雅
称

角
盥
、
仏
具
名
目
、
漢
籍
雅
称

名
称
、
花
押
（
六
）

、
別
号
、
法
名
（
四
）

、
葬
式
、

名
称
、
別
号
、
法
名
、
葬
式
、

読
経
多
由
、
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寿
像
、
墓
所
、
修
薦
、
修
斎
、
誕
節
（
七
）

、
斎
供
、

寿
像
、
墓
所
、
修
薦
、
修
斎
、
斎
供
、

呉
漢
音
読
、

読
経
、

読
経
、

漢
音
小
経
、

受
食
、
酒
肉
、
殺
生
、
永
代
経
、
歳
首
忌
避
、

受
食
、
酒
肉
、
殺
生
、
永
代
経
、

俗
不
読
経
、

彼
岸
会
（
三
）

、
盆
会
（
三
）

、

誦
前
読
経
、

俗
不
読
経
、
惜
字
紙
（
四
）

、
舌
々
、
諸
誦
文
本
拠
（
五
）

、

俗
不
読
経
、
惜
字
紙
、
舌
々
、

正
信
偈
和
讃
、

巻

具
在
前
（
七
）

、
坊
主
（
五
）

、
新
発
意
（
五
）

、

礼
讃
、

二

禅
門
（
五
）

、
出
世
（
六
）

、
山
号
院
号
、
月
大
小
（
六
）

、

山
号
院
号
、

御
文
法
談
、

修
仏
像
、

修
仏
像
、

課
誦
式
、

出
生
飯
（
四
）

、
忍
謗
（
六
）

、
五
劫
思
惟
弥
陀
、

回
向
文
、

水
火
恩
（
七
）

、
諸
悪
莫
作
（
五
）

、
三
帰
発
願
、

聖
教
相
伝

三
国
類
事
、
无
獄
寿
量
相
違
、
劫
石
、
五
障
三
従
、

五
障
三
従
、

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

難
有
（
七
）

、
裸
形
拝
趨
、
五
師
（
七
）

、
古
皇
奉
法
、

裸
形
拝
趨
、
古
皇
奉
法
、

開
講
解
講
、
弱
年
（
七
）

、
有
脚
経
司
、
燭
何
挺
、
本
書
、

開
講
解
講
、
有
脚
経
詞
、
燭
何
挺
、
本
書
、

支
証
（
七
）

、
難
題
（
七
）

、
宗
祖
一
枚
起
請
（
五
）

、

神
棚
祓
、
拝
神
、
除
災
札
、
十
悪
堕
三
途
、
三
途
次
第
、

除
災
札
、
十
悪
堕
三
途
、
三
途
次
第

諸
宗
両
門
本
支
（
六
）

、
堂
達
（
五
）

、
綱
所
（
五
）

、

坊
守
（
五
）

、
殿
様
（
七
）

、
已
上
（
七
）
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単
純
な
見
た
目
だ
け
で
判
断
す
れ
ば
、
巻
一
、
巻
二
の
目
録
は
③
三
巻
書
写
本

②
七
巻
書
写
本

①
自
筆
七
巻
本
の
順
に
減
少
し

て
お
り
、
自
筆
七
巻
本
に
至
っ
て
は
、
い
く
つ
か
重
複
す
る
項
目
も
残
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
全
く
異
な
る
構
成
と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る

。
①
自
筆
七
巻
本
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
と
し
て
、
今
は
上
段
と
中
段
の
②
③
両
書
写
本
に
注
目
し
た
い
。

(9)

上
段
の
③
三
巻
書
写
本
を
見
る
と
、
い
く
つ
か
の
相
違
は
認
め
ら
れ
つ
つ
も
基
本
的
に
は
（
第
二
期
）
に
位
置
す
る
〈
六
巻
本
〉
と

同
構
成
で
あ
る
。
た
だ
し
、
網
掛
け
で
示
し
た
項
目
の
上
下
に
小
さ
く
（
三
）
～
（
七
）
の
番
号
が
記
入
さ
れ
て
い
る
の
が
目
に
留
ま

る
。
こ
の
番
号
は
〈
七
巻
本
〉
の
巻
三
～
巻
七
に
対
応
し
て
お
り
、
例
え
ば
巻
一
（
二
丁

右
）
に
あ
る
「
句
読
［
七
］
」
（
上
記
画
像
【
Ａ
】
参
照
）
は
、
①
自
筆
七
巻
本
や
②
七
巻

書
写
本
で
は
巻
七
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
③
三
巻
書
写
本
で
は
、
重
複
す
る

項
目
に
つ
い
て
多
く
連
絡
を
付
し
て
い
る
こ
と
を
特
徴
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
①
自
筆
七
巻
本
で
は
巻
二
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
正
信
偈
和
讃
」
や
「
漢
音
小

経
」
に
つ
い
て
は
連
絡
が
付
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
巻
三
に
収
録
さ
れ
る
「
彼
岸
会
」
や

「
盆
会
」
な
ど
の
目
次
に
つ
い
て
は
（
二
）
の
連
絡
が
付
さ
れ
て
い
る
（
巻
三
・
一
丁
右
）
。

「
彼
岸
会
」
や
「
盆
会
」
が
巻
二
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
は
②
③
両
書
写
本
や
〈
六
巻
本
〉

で
あ
り
、
①
自
筆
七
巻
本
で
は
勿
論
、
巻
三
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
③
三
巻
書
写
本
の
「
巻
三
目
次
」
で
は
、
②
③
両
書

写
本
や
〈
六
巻
本
〉
の
巻
一
、
巻
二
と
の
連
絡
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
①
自
筆
七
巻
本
の
巻
一
、
巻
二
に
つ
い
て
は
想
定
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
が
窺
え
る
。

も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
の
連
絡
は
書
写
者
等
に
よ
る
後
年
の
書
き
入
れ
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
③
三
巻
書
写
本
は
〈
七
巻
本
〉

（
さ
ら
に
言
え
ば
「
巻
三
」
～
「
巻
七
」
）
の
存
在
を
認
識
し
た
上
で
写
さ
れ
て
い
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

画
像
【
Ａ
】
目
次
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一
方
で
中
段
の
②
七
巻
書
写
本
に
注
目
す
る
と
、
網
掛
け
で
囲
っ
て
い
た
重
複
項
目
の
ほ
と
ん
ど
が
収
録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
分

か
る
。
た
だ
し
「
呉
漢
両
音
」
な
ど
、
い
ま
だ
に
後
ろ
の
巻
と
重
複
す
る
項
目
も
残
さ
れ
て
お
り
、
や
や
未
整
理
の
印
象
を
受
け
る
。

（
２
）
本
文
中
の
上
欄
註
記

さ
ら
に
網
掛
け
項
目
の
本
文
を
訪
ね
て
み
る
と
、
特
徴
的
な
上
欄
註
記
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
例
え
ば
、
「
句
読
」
（
上
記
画
像
【
Ｂ
】
〈
③
三
巻
書
写
本
巻
一
・
一
八
丁
左
〉
、
及
び

後
掲
の
画
像
【
Ｃ
】
参
照
）
で
は
、
文
の
上
欄
に
「
此
条
七
之
巻
ニ
出

」
と
し
て
参
考

を
促
す
註
記
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
明
ら
か
に
〈
七
巻
本
〉
の
巻
三
以
降
へ
の

連
絡
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
以
下
に
列
挙
す
る
。

（
表
Ｂ
）
本
文
の
上
欄
註
記

項
目
名

③
三
巻
書
写
本
上
欄
註
記

②
七
巻
書
写
本
上
欄
註
記

句
読

此
条
下
七
之
巻
ニ
出
或
ハ
精
ナ
ル
処
ア
リ
参
考
ス
ベ
シ

此
条
下
七
ノ
巻
ニ
出
或
ハ
精
ナ
ル
処
ア
リ
参
考

（
巻
一
・
一
八
丁
左
）

ス
ベ
シ
（
巻
一
・
一
二
丁
右
）

毎
朔
宗
主
調
声

三
之
巻
精
之
（
巻
一
・
二
六
丁
右
）

花
押

此
条
下
六
ニ
書
精
也
（
巻
二
・
四
丁
右
）

▼
画
像
【
Ｂ
】
上
欄
註
記
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具
在
前

七
ニ
ア
リ
（
巻
二
・
三
ハ
丁
左
）

坊
主

此
条
五
之
巻
精
也
（
巻
ニ
・
三
九
丁
右
）

新
発
意

又
同
（
巻
ニ
・
三
九
丁
右
）

禅
門

又
同
（
巻
ニ
・
三
九
丁
左
）

出
世

六
ニ
出
精
也
（
巻
ニ
・
四
〇
丁
右
）

月
大
小

六
ニ
出
（
巻
ニ
・
四
一
丁
右
）

忍
謗

六
ニ
出
（
巻
ニ
・
四
二
丁
左
）

五
劫
思
惟
弥
陀

此
条
六
ニ
参
考
ス
ベ
シ
（
巻
ニ
・
四
三
丁
左
）

こ
れ
ら
の
上
欄
註
記
は
い
ず
れ
も
、
〈
七
巻
本
〉
の
巻
三
以
降
の
項
目
に
対
応
し
て
お
り
、
「
精
也
」
や
「
参
考
ス
ベ
シ
」
等
の
文

言
が
見
ら
れ
る
。
比
較
し
て
最
も
分
か
り
易
い
例
が
、
「
毎
朔
宗
主
調
声
」
の
項
目
で
あ
る
。
ま
ず
、
③
三
巻
書
写
本
「
巻
一
」
の
本

文
は
〈
六
巻
本
〉
と
も
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
が
、
文
頭
に
「
三
之
巻
精
之
」
と
上
欄
註
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
〈
七
巻
本
〉
の
巻
三
を

見
て
み
る
と
、
「
諸
宗
主
前
焚
香
」
と
の
項
目
の
中
に
当
該
文
を
さ
ら
に
精
査
し
た
で
あ
ろ
う
文
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
両
者
を
比

較
す
れ
ば
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

③
三
巻
書
写
本
・
六
巻
本

、
巻
一
「
毎
朔
宗
主
調
声
」

〈
七
巻
本
〉
巻
三
「
諸
宗
主
前
焚
香
」

(10)

毎
月
朔
日
。
祖
山
本
堂
ニ
テ
宗
主
親
ク
晨
課
ノ
調
声
シ
タ
マ
ヘ
ル

毎
月
朔
日
。
本
堂
ノ
晨
課
ニ
ハ
宗
主
必
ズ
調
声
シ
給
フ
ハ
一
月
ノ
初

ハ
月
ノ
初
メ
ナ
ル
ヲ
以
テ
一
月
中
ノ
総
代
ト
ス
ル
ノ
義
ナ
ル
ニ

メ
ナ
ル
ヲ
以
テ
一
月
三
十
中
ノ
総
代
ト
ス
ル
ノ
義
ナ
ル
ベ
シ
。
梁
武
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ヤ
。
梁
武
帝
『
孝
恩
賦
』
序
云
。
「
不
レ

能
レ

得
二

朝
夕
侍

食
。
唯

帝
『
孝
恩
賦
』
序
云
。「
不
レ

能
レ

得
二

朝
夕
侍

食
。
唯
有
三

朔
望
親
奉
二

一レ

一レ

有
三

朔
望
親
奉
二

饋
奠
一

［
広
弘
明
集
卅
／
七
ノ
八
紙
引
之
］
マ
タ

饋
奠
一

［
広
弘
明
集
／
三
十
云
云
］。
朔
望
ハ
半
月
ノ
初
メ
ナ
リ

准
例
ス
ベ
シ
。（
③
巻
一
・
二
六
丁
右
～
左
／
四
五
二
頁
上
）

（
①
巻
三
・
三
丁
左
／
②
巻
三
・
三
丁
右
～
左
／
③
巻
三
・
四
丁
右
）

ま
ず
、
上
段
③
三
巻
書
写
本
（
巻
一
）
の
文
言
は
、
六
巻
本
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
下
段
の
①
②
③
〈
七
巻
本
〉
巻
三

と
比
較
し
て
み
る
と
、
若
干
の
文
言
の
相
違
と
増
補
が
確
認
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
上
欄
註
記
に
つ
い
て
、
巻
数
は
〈
七
巻

本
〉
と
の
対
応
関
係
を
示
し
て
い
る
こ
と
と
、
「
精
也
」
と
は
本
文
が
増
補
や
改
訂
さ
れ
た
後
の
状
態
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。

目
次
の
註
記
と
は
異
な
り
こ
れ
ら
の
上
欄
註
記
は
、
②
七
巻
書
写
本
で
も
「
句
読
」
の

一
箇
所
（
上
記
画
像
【
Ｃ
】
、
巻
一
・
一
二
丁
左
）
だ
が
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
実
は
、

こ
れ
ら
註
記
は
真
宗
全
書
本
や
そ
の
底
本
で
あ
る
明
治
時
代
刊
本
な
ど
の
、
〈
七
巻
本
〉
以

外
の
諸
本
に
も
翻
刻
さ
れ
て
い
る

。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
上
欄
註
記
は
書
写
者
が
便
宜
を

(11)

図
っ
て
加
え
た
も
の
で
は
な
く
、
少
な
く
と
も
書
写
原
本
に
既
に
付
さ
れ
て
い
た
も
の
と

見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
註
記
を
見
渡
す
限
り
、
①
自
筆
七
巻
本
に
あ
る

「
巻
一
・
巻
二
」
へ
の
連
絡
は
無
い
。
や
は
り
②
③
両
書
写
本
は
、
そ
の
註
記
よ
り
①
自

筆
七
巻
本
の
「
巻
一
・
巻
二
」
が
想
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
〈
六
巻
本
〉
か
ら
〈
七
巻
本
〉
へ
の
改
訂
は
、

「
巻
三
～
巻
七
」

「
巻
一
・
巻
二
」
の
順
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
②
七
巻
本
書
写
本
と
③
三
巻
本
書
写
本
は
、
〈
六
巻
本
〉
か
ら
①
自
筆
七
巻
本
へ
の
改
訂
過
程
で
書
写
さ
れ
た

▼
画
像
【
Ｃ
】
上
欄
註
記
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も
の
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。
た
だ
し
両
本
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、

（
Ⅰ
）
③
が
先
／
②
が
後

･
･
･

原
本
が
重
複
項
目
を
削
除
し
た
後
に
②
を
書
写

（
Ⅱ
）
②
③
ほ
ぼ
同
時
期
に
成
立

･
･･

原
本
の
マ
マ
書
写
＝
③
／
原
本
の
重
複
を
避
け
て
書
写
＝
②

の
両
方
の
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
。
で
は
、
②
③
両
書
写
本
か
ら
①
自
筆
七
巻
本
へ
の
改
訂
は
い
つ
頃
で
あ
ろ
う
か
。
本
文
中
の
年

紀
に
着
目
し
つ
つ
、
章
を
変
え
て
論
じ
た
い
。

四
、
自
筆
七
巻
本
の
改
訂
時
期

前
章
で
は
主
に
構
成
面
よ
り
〈
七
巻
本
〉
成
立
過
程
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
本
文
を
中
心
に
〈
七
巻
本
〉
の
成
立

過
程
、
特
に
①
自
筆
七
巻
本
の
改
訂
時
期
に
迫
り
た
い
。
た
だ
し
、
③
三
巻
書
写
本
は
冊
数
の
都
合
も
あ
り
、
成
立
年
代
を
検
討
す
る

有
用
な
記
述
に
乏
し
い
。
従
っ
て
、
①
自
筆
七
巻
本
と
②
七
巻
書
写
本
と
の
比
較
が
中
心
と
な
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
断
っ
て
お
き
た

い
。（

一
）〈
六
巻
本
〉

②
③
書
写
本

①
自
筆
七
巻
本
の
改
訂
過
程
に
つ
い
て

②
③
両
書
写
本
が
改
訂
過
程
の
書
写
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
本
文
の
異
同
の
上
か
ら
再
度
検
討
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
諸
本
間
に
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お
け
る
「
治
定
」
（
〈
六
巻
本
〉
巻
三
、
〈
七
巻
本
〉
巻
七
）
の
項
の
異
同
を
検
討
し
た
い
。

六
巻
本

②
七
巻
書
写
本

①
自
筆
七
巻
本

治
定
ノ
字
ハ
礼
記
ニ
出
タ
リ･

･
･

治
定
ノ
字
ハ
礼
記
ニ
出
タ
リ･
･
･

波

治
定
ノ
字
ハ
礼
記
ニ
出
タ
リ･

･
･

波
及
火
急
等
ノ
語
例
ニ
同

波
及
火
急
等
ノ
語
例
ニ
同
ジ
。
牽

及
火
急
等
ノ
語
例
ニ
同
ジ
。
牽
強
ノ

ジ
。
牽

強
ノ
説
ヲ
ナ
ス
ベ
カ
ラ
ズ
Ａ
［
輔
行
一
［
二
／
左
］

又

強
ノ
説
ヲ
ナ
ス
ベ
カ
ラ
ズ
。

説
ヲ
ナ
ス
ベ
カ
ラ
ズ
。
Ａ
［
輔
行
一

云
即
再
治
定
之
正
意
也
／

コ
レ
ハ
修
治
校
定
ノ
義
ナ
リ
］

（
五
二
七
頁
上
）

［
二
／
左
］
云
即
也
コ
レ
ハ
修
治
／

Ｂ

止
観
弘
決
一
［
二
／
左
］
云
「
即
再
治
定
之
意
也
」
又

再
治
定
之
正
意
校
定
ノ
義
也
］

統
紀
六
［
十
／
五
］
云
「
章
安
治
定
」
是
ハ
修
治
校
訂
ノ
義

（
巻
七
・
一
二
丁
右
～
左
）

ナ
□
（
巻
七
・
一
四
丁
右
）

こ
こ
で
は
明
確
に
〈
六
巻
本
〉
か
ら
②
七
巻
書
写
本
、
①
自
筆
七
巻
本
へ
の
改
訂
過
程
が
看
取
で
き
る
。
ま
ず
六
巻
本
（
③
三
巻
書

写
本
に
無
し
）
で
は
、
「
牽
強
ノ
説
ヲ
ナ
ス
ベ
カ
ラ
ズ
」
と
文
を
結
ぶ
が
、
②
七
巻
書
写
本
で
は
「
Ａ
輔
行
一

」
と
の
一
文
が
増

補
さ
れ
て
い
る
。
更
に
①
自
筆
七
巻
本
を
見
る
と
、
②
七
巻
書
写
本
で
増
補
さ
れ
た
一
文
Ａ
が
ま
る
ま
る
抹
消

さ
れ
、
そ
の
上
よ
り

(12)

貼
紙
し
て
現
行
の
文
章
Ｂ
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
③
三
巻
書
写
本
に
当
該
箇
所
は
無
い
も
の
の
、
①
自
筆
七
巻
本
の
改
訂
前
の
状
態
を

書
写
す
る
も
の
が
②
七
巻
書
写
本
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。

ま
た
、
先
に
挙
げ
た
上
欄
註
記
の
中
、
「
五
劫
思
惟
弥
陀
（
〈
七
巻
本
〉
で
は
「
出
山
釈
迦
」
）
」
の
項
を
見
る
と
、

③
三
巻
書
写
本
（
〈
六
巻
本
〉
ほ
ぼ
同
文
）

①
自
筆
七
巻
本
（
②
七
巻
書
写
本
ほ
ぼ
同
文
）
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出
山
ノ
釈
迦
ノ
像
ト
テ
憔
悴
ノ
容
ニ
模
セ
ル
モ
ノ
ヨ
リ
准
擬

出
山
ノ
釈
迦
ノ
像
ニ
准
擬
セ
ル
ナ
ラ
ン
［
寛
政
元
年
春
大
坂
天
王
寺
境
内
一

シ
テ
造
レ
ル
ナ
ラ
ン
。

心
寺
ノ
開
帖
ニ
ハ
五
劫
思
惟
ノ
ミ
ダ
像
ト
テ
面
貌
螺
髪
マ
デ
モ
浮
腫
シ
テ
見

『
北
本
涅
伴
』
上
ニ
曰

苦
シ
キ
像
ヲ
出
シ
テ
披
露
セ
リ
羸
痩
ノ
身
ノ
反
也

］

ウ
ラ

（
③
巻
三
・
四
四
丁
右
／
四
九
三
頁
下
）

（
①
巻
六
・
四
九
丁
左
／
②
巻
六
・
四
六
丁
右
）

と
、
五
劫
思
惟
の
阿
弥
陀
仏
像
に
関
し
て
、
割
書
に
て
「
寛
政
元
年
春
」
の
年
紀
を
追
加
し
て
い
る
。
以
前
指
摘
し
た

よ
う
に
、

(13)

現
存
す
る
〈
六
巻
本
〉
に
見
え
る
年
紀
の
記
述
は
そ
の
四
年
前
の
「
天
明
五
（
一
七
八
五
）
年
」
が
下
限
で
あ
る
。
年
紀
か
ら
み
て
も
、

〈
六
巻
本
〉
が
書
写
さ
れ
た
以
降
に
、
〈
七
巻
本
〉
で
は
新
た
な
情
報
を
追
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
〈
六
巻
本
〉
か
ら
天
明
五
年
以
降
の
情
報
を
加
え
つ
つ
、
増
補
改
訂
さ
れ
て
い
る
の
が
〈
七
巻
本
〉
で
あ
り
、
そ

の
中
で
も
①
自
筆
七
巻
本
は
も
っ
と
も
増
補
改
訂
が
加
え
ら
れ
た
書
物
で
あ
る
こ
と
が
書
面
の
比
較
や
年
紀
に
よ
っ
て
見
て
取
れ
る
の

で
あ
る
。

（
二
）〈
七
巻
本
〉
の
「
再
校
」
と
「
改
訂
」
に
つ
い
て

で
は
、
②
③
両
書
写
本
は
い
つ
頃
の
状
態
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
り
、
①
自
筆
七
巻
本
は
い
つ
頃
ま
で
改
訂
が
繰
り
返
さ
れ
た
書
物

な
の
か
、
そ
の
年
紀
よ
り
検
討
し
て
み
た
い
。

玄
智
撰
『
考
信
録
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七
巻
本
の
成
立
過
程
に
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ま
ず
、
①
自
筆
七
巻
本
及
び
②
七
巻
書
写
本
の
巻
七
に
あ
る
「
京
大
仏
像
」
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
中
で
玄
智
師
は
、
「
大
仏
之
入

目
定
」
と
い
う
書
状
を
転
記
し
た
後
に
、

本
紙
在
二

富
小
路
街
徳
正
寺
一

。
寛
政
元
年
七
月
三
日
写
レ

之
。（
①
巻
七
・
四
二
丁
左
／
②
巻
七
・
三
九
丁
左
）

と
、
「
寛
政
元
年
七
月
」
に
こ
れ
を
写
し
た
と
記
し
て
い
る
。
先
述
の
通
り
、
①
自
筆
七
巻
本
は
寛
政
元
年
の
閏
六
月
に
本
書
を
再
校

し
た
と
識
語
に
あ
る
の
で
、
②
七
巻
書
写
本
は
少
な
く
と
も
「
再
校
」
を
施
し
た
後
の
状
態
を
書
写
し
た
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
①

自
筆
七
巻
本
の
「
再
校
」
と
は
、
〈
六
巻
本
〉

②
③
両
書
写
本
の
よ
う
な
体
裁
へ
の
増
補
改
訂
を
指
す
も
の
で
、
こ
の
時
点
で
現
行

①
自
筆
七
巻
本
の
よ
う
な
「
巻
一
」
「
巻
二
」
の
「
改
訂
」
は
施
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
〈
七
巻
本
〉
巻
六
で
は
、
「
氏
神
祭
」
が
西
本
願
寺
を
通
過
す
る
際
に
行
う
式
典
に
つ
い
て
に
つ
い
て
述
べ
る
中
で
、
師
は

「
寛
政
元
年
四
月
五
日
式
不
肖
親
見
レ

之

」
と
、
寛
政
元
年
の
四
月
五
日
に
直
接
こ
の
式
典
を
見
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
が
、
①
自
筆

(14)

七
巻
本
で
は
加
え
て
「
寛
政
二
年
ノ
祭
ニ
ハ
コ
ノ
式
ナ
シ
」
と
上
欄
註
記
し
て
い
る
。
こ
の
註
記
は
文
献
に
依
拠
し
た
も
の
で
な
く
、

師
が
直
接
見
聞
し
た
も
の
を
書
き
留
め
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
氏
神
祭
が
開
催
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
寛
政
二
年
の
四
月
頃
（
遅
く
と
も
翌

三
年
四
月
頃
の
氏
神
祭
ま
で
）
に
は
追
記
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
②
七
巻
書
写
本
が
こ
の
上
欄
註
記
を

有
し
て
い
な
い
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
②
③
両
書
写
本
は
寛
政
元
年
七
月
三
日
を
上
限
と
し
つ
つ
も
、
お
お
よ
そ
寛
政
二
年
の
四
月
頃
（
遅

く
と
も
翌
年
の
四
月
頃
）
に
は
書
写
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

次
に
、
①
自
筆
七
巻
本
の
「
改
訂
」
に
つ
い
て
年
紀
よ
り
考
察
し
た
い
。
先
述
の
よ
う
に
①
自
筆
七
巻
本
に
は
、
②
七
巻
書
写
本
の

下
限
で
あ
る
寛
政
元
年
七
月
三
日
以
降
の
年
紀
が
散
見
さ
れ
る
が
、
そ
の
中
で
最
も
新
し
い
年
紀
は
、
巻
一
「
配
享
諸
像
」
の
、
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寛
政
三
年
辛
亥
六
月
廿
九
日
ノ
晨
、
火
番
広
瀬
権
右
衛
門
者
入
二

祖
殿
一

奪
二

祖
像
右
手
数
珠

而
出
。
已
而
復
還
レ

本
下
二

令
寺
寺
内
一

報
三

ノ

ト

ト
ヲ一

告
其
無
二

異
変
一

（
巻
一
・
一
五
丁
右
）

だ
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
自
筆
七
巻
本
は
、
少
な
く
と
も
寛
政
三
（
一
七
九
一
）
年
六
月
二
十
九
日
ま
で
改
訂
を
施
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
「
寛
政
三
年
」
と
い
う
年
紀
は
他
巻
に
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
こ
の
点
も
「
巻
一
・
巻
二
」
が
「
巻
三
～
巻

七
」
よ
り
後
に
改
訂
さ
れ
た
こ
と
の
証
左
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

以
上
、
『
考
信
録
』
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
、
（
第
三
期
）
に
位
置
す
る
〈
七
巻
本
〉
の
比
較
を
中
心
に
検
討
を
加
え
て
き
た
。
そ

の
結
果
、
以
下
の
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。

諸
本
に
お
け
る
目
次
や
年
紀
の
異
同
を
み
る
限
り
、
『
考
信
録
』
は
、

〈
六
巻
本
〉

（
①
自
筆
七
巻
本
再
校
）

③
三
巻
書
写
本

②
七
巻
書
写
本

①
自
筆
七
巻
本
改
訂
（
現
行
本
）

の
順
序
で
成
立
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
③
三
巻
書
写
本
と
②
七
巻
書
写
本
は
、
現
存
史
料
を
見
る
限
り
同
時
期
の
成
立
の

可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
。

（
マ
マ
）
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ま
ず
、
①
自
筆
七
巻
本
の
識
語
に
あ
る
「
寛
政
元
年
閏
六
月
二
十
六
日
」
の
「
再
校
」
と
い
う
の
は
、
「
六
巻
本
」
か
ら
「
七
巻
本
」

へ
の
校
正
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
時
点
で
は
「
巻
一
・
巻
二
」
は
①
自
筆
七
巻
本
の
よ
う
な
状
態
で
は
な
く
、
②

③
両
書
写
本
の
よ
う
な
〈
六
巻
本
〉
に
近
い
構
成
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
②
七
巻
書
写
本
が
「
再
校
」
後
で
あ
る

「
寛
政
元
年
七
月
三
日
」
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
首
肯
で
き
よ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
①
自
筆
七
巻
本
に
お
け
る
「
巻
一
・
巻
二
」

の
改
訂
は
、
寛
政
元
年
七
月
三
日
以
降
で
あ
っ
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
①
自
筆
七
巻
本
は
、
「
再
校
」
以
降
も
玄

智
師
に
よ
っ
て
改
訂
が
加
え
ら
れ
て
続
け
ら
れ
、
そ
の
手
は
少
な
く
と
も
示
寂
三
年
前
の
「
寛
政
三
年
六
月
二
十
九
日
」
ま
で
止
む
こ

と
が
な
か
っ
た
。
安
永
三
年
に
起
草
さ
れ
た
『
考
信
録
』
は
、
ま
さ
に
宗
祖
坂
東
本
を
彷
彿
と
さ
せ
る
玄
智
師
畢
生
の
大
著
で
あ
っ
た

と
評
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
、
『
考
信
録
』
諸
本
の
な
か
、
〈
七
巻
本
〉
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
性
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。
今
後
は
〈
七
巻
本
〉
の
異
同
を
詳

細
に
比
較
す
る
こ
と
で
、
『
考
信
録
』
が
い
か
に
増
補
改
訂
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
、
そ
の
過
程
が
よ
り
鮮
明
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。

【
附
記
】

本
稿
は
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
儀
礼
部
門
基
礎
研
究
部
会
に
お
け
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

ま
た
小
論
の
執
筆
に
あ
た
り
、
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
の
大
木
彰
氏
に
は
格
別
の
御
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
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（
註
）以

下
、
複
数
の
文
献
を
指
す
総
称
を
指
す
際
は
〈

〉
を
、
特
定
の
文
献
を
指
す
際
は
「

」
を
用
い
た
。

(1）
例
え
ば
「
史
料
集
成
」
で
は
「
安
永
三
年
［
甲
／
午
］
歳
正
月
十
一
日

玄
智
景
耀
書
于
江
府
築
地
省
所
」
（
九
・
四
四
一
頁
上
）
と
序
文
末
尾

(2）
に
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
諸
本
に
よ
っ
て
は
序
文
に
「
明
和
四
年
」
の
年
紀
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
玄
智
師
自

身
が
本
書
の
起
筆
年
を
「
安
永
三
年
」
と
記
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
年
紀
は
直
ち
に
は
信
頼
し
が
た
い
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
塚
本
一
真
・
溪
英
俊
・
西
村
慶
哉
「
『
考
信
録
』
の
成
立
と
本
文
に
関
す
る
問
題
点
」
（
『
浄
土
真
宗
総
合
研
究
』
一
四
、
二

(3）
〇
二
一
）
に
詳
し
い
。

塚
本
一
真
・
溪
英
俊
・
西
村
慶
哉
「
『
考
信
録
』
の
成
立
と
本
文
に
関
す
る
問
題
点
」
（
『
浄
土
真
宗
総
合
研
究
』
一
四
、
二
〇
二
一
年
）
。

(4）
西
村
慶
哉
「
玄
智
撰
『
考
信
録
』
七
巻
本
の
特
徴
に
つ
い
て
」
（
『
真
宗
学
』
一
四
三
・
一
四
四
、
二
〇
二
一
年
）
。

(5）
塚
本
一
真
「
『
考
信
録
』
の
増
補
改
訂
に
つ
い
て
」
（
『
真
宗
研
究
』
六
六
、
二
〇
二
二
年
）
。

(6）
引
用
文
献
に
つ
い
て
の
凡
例
は
以
下
の
通
り
。

(7）・
読
解
の
便
を
図
り
、
字
体
は
基
本
的
に
新
字
通
行
体
と
し
た
。
ま
た
句
読
点
・
括
弧
等
の
約
物
や
傍
線
類
を
私
に
付
し
、
返
点
は
現
行
の
も
の
に

あ
ら
た
め
た
。

・
引
用
文
中
の
細
字
は
［

］
、
改
行
位
置
は
／
、
湮
滅
箇
所
は
□
、
中
略
は･

･
･

、
後
略
は

で
示
し
た
。
ま
た
見
せ
消
ち
は
抹
消
、
文
字
囲
み

は
貼
紙
に
よ
る
訂
記
を
示
す
。

な
お
、
目
次
の
右
傍
に
「
ナ
シ
」
と
註
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
本
文
中
に
記
載
の
な
い
目
次
で
あ
る
。
本
稿
で
は
論
旨
に
関
わ
ら
な
い
た
め
言

(8）
及
は
し
て
い
な
い
。

た
だ
し
七
巻
自
筆
本
の
項
目
は
、
〈
六
巻
本
〉
に
お
け
る
項
目
を
合
体
も
し
く
は
分
割
し
て
い
る
も
の
が
多
く
、
単
純
に
項
目
名
が
相
違
し
て
も
、

(9）
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内
容
は
〈
六
巻
本
〉
と
重
複
す
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。
今
は
単
純
な
見
た
目
の
相
違
の
み
の
指
摘
に
止
め
、
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
別
の
機

会
に
論
じ
た
い
。

以
下
、
「
六
巻
本
」
と
し
て
引
用
す
る
文
面
は
龍
大
蔵
本
に
拠
り
、
出
典
は
利
便
性
を
考
慮
し
て
、
当
本
を
底
本
に
翻
刻
し
て
い
る
『
真
宗
史
料

(10）
集
成
』
巻
九
巻
の
も
の
を
頁
数
の
み
記
し
た
。

例
え
ば
、
「
坊
主
」
の
項
を
み
る
と
真
宗
全
書
の
本
文
に
は
「
坊
主
ト
云
ハ
［
冠
：
此
条
五
之
巻
精
也
］
」
（
『
真
全
』
六
四
・
六
三
頁
上
）
と
あ
っ

(11）
た
り
、
明
治
二
十
年
刊
本
で
は
上
欄
に
「
此
条
五
之
巻
精
也
」
（
巻
二
・
三
七
丁
左
）
と
あ
る
。
ち
な
み
に
、
大
谷
大
学
蔵
の
二
巻
本
（
請
求
記

号
：
宗
大

1804

）
に
も
「
巻
五
典
拠
部
ニ
見
ユ
」
（
巻
二
・
四
二
丁
右
）
な
ど
、
今
と
内
容
は
異
な
る
も
の
の
〈
七
巻
本
〉
を
参
照
し
た
で
あ
ろ

う
註
記
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
自
筆
七
巻
本
と
②
七
巻
書
写
本
の
Ａ
箇
所
の
文
言
は
相
違
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
恐
ら
く
②
七
巻
書
写
本
が
①
自
筆
七
巻
本
を
誤
写
し

(12）
て
い
る
（
正
し
く
は
「
［
❶
輔
行
一
［
二
／
左
］
云
即
❷
再
治
定
之
正
意
也
。
／
❸
コ
レ
ハ
修
治
❹
校
定
ノ
義
ナ
リ
。
］
」
と
、
「
［
❶
❷
／
❸
❹
］
」

と
あ
る
割
書
を
②
七
巻
書
書
写
本
の
書
写
者
は
「
［
❶
／
❸
］
、
［
❷
／
❹
］
」
と
い
う
連
続
す
る
割
書
と
見
て
書
写
し
た
と
推
測
さ
れ
る
）
。
そ
の

た
め
今
は
①
②
の
Ａ
は
同
文
と
判
断
し
た
。

塚
本
一
真
氏
他
［
二
〇
二
一
］
一
一
五
頁
参
照
。

(13）
①
自
筆
七
巻
本
巻
六
・
三
四
丁
右
、
②
七
巻
書
写
本
巻
六
・
三
一
丁
左
。

(14）


